






研究背景・目的：少産・教育重視へとの流れはますます進行し、これは出生率の激減に如

実に反映されている.更にこの傾向は、出産年齢の高齢化と相乗して、妊娠早期の出生前

診断に対する関心を急速に高めていると類推される.ただし,児の異常が判明した場合,胎

児治療・遺伝子治療の確立していない現状では,望まない妊娠として人工妊娠中絶が選択

されることが多い.また現在,出生前診断の対象となる疾患は,致死的あるいは重篶度の高

いものが大部分であるが,DNA 診断の導入によりその対象疾患はより広範囲になると予想

される.診断の時期も早まり,着床前の受精卵についても応用できる可能性が既に証明され

ている.これらの傾向が歯止めなく進行すれば,両親の希望する遺伝資質を備えた児のみが

選択されるのではという危惧さえ生じてくる.

私たちはこのサブテーマのもとで、1)生殖年齢にある女性が出生前診断に抱いている意

識,2)出生前診断を受ける,あるいは受けないと決定するまでに関与した心理的・社会的背

景,3)解決手段として人工妊娠中絶が大きなウエートを占める現状に対する認識,ならびに

4)出生前診断を押し進めようとする医療サイドヘの危惧・要望の 4点について実態を明確

に把握し,さらには将来への警告あるいは提言を導くための糸口を見出したい.


